
業務および個人利用を目的とした会社所有デバイスの プロビジョニングを行う際
、ワークプロファイル外での個人の利用におけるユーザーのデバイス操作を制限するためのルールを指定で
きます。

カメラを無効にするかどうか。

 

スクリーンキャプチャを無効にするかどうか。

 

ワークプロファイルをオフの状態にできる期間を制御します。

 

会社所有のワークプロファイル付きデバイスにおいて、個人プロファイルでの Bluetooth
共有を許可するかどうかを制御します。

 

デバイスでのプライベートスペースの使用を許可するかどうかを制御します。

 

個人利用

このセクションは、ワークプロファイルが設定された会社所有のデバイスにのみ適用されます。フル
マネージドデバイスや個人所有のデバイスには影響しません。

1. カメラの無効化

2. スクリーンキャプチャの無効化

3. 業務オフの最大日数

4. Bluetooth共有

5. プライベートスペース

https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/3dd48-HIB


このモードは、個人プロファイルの Play
ストアにおいて、ユーザーに対してどのアプリを許可またはブロックするかを制御します。

ブロックリスト（デフォルト） :
すべてのアプリが利用可能です。デバイスにインストールすべきでないアプリは、 アプリケーション
セクションで明示的に  ブロック済み  とマークする必要があります。

許可リスト : アプリケーション  セクションで  インストールタイプ  が  利用可能
に指定されているアプリのみ、個人プロファイルへのインストールが許可されます。

 

個人プロファイルで許可またはブロックする必要があるアプリケーションのリストです。リストの内容の動
作は、 Play Storeモード  で設定された値に依存します。

Play ストアから新しいアプリを追加するには、 + アイコンをクリックしてください。

個人プロファイルのアプリケーションが持つことができるインストール動作のタイプです。

ブロック済み : アプリがブロックされ、個人プロファイルにインストールできません。

利用可能 : アプリを個人プロファイルにインストールできます。

 

ユーザーが管理できないアカウントタイプです。このオプションにより、デバイスのユーザーが個人のプロ
ファイルに未承認のアカウントを追加することを防ぎます。

6. Play ストアモード

7. アプリケーション

7.1. インストールタイプ

8. ブロックされたアカウントタイプ
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